
（
歴
史
は
め
ぐ
る
）

東
海
文
芸
　
渚
句
会

８
月
句
会
　
兼
題「
立
秋
」

雑
詠

（
石
丸
　
恭
子
）

〝
秋
立
つ
や
　
被
災
地
遠

き
　
新
天
地
”

〝
添
へ
乳
し
て
　
共
に
夢

見
る
　
昼
寝
か
な
”

返
句
：〝
新
天
地
　
共

に
夢
見
る
　
新
天
地
”

（
斉
藤
　
陽
子
）

〝
逆
縁
の
　
御
霊
迎
へ
や

盆
提
灯
”

〝
売
り
家
札
　
下
げ
る
庭

先
　
立
葵
”

返
句
：〝
売
家
札
　
御

霊
迎
え
る
　
庭
の
先
”

（
古
水
　
タ
マ
子
）

〝
立
秋
の
　
波
お
だ
や
か

に
　
夕
渚
”

〝
楽
流
れ
　
仮
設
団
地
の

夏
ま
つ
り
”

返
句
：〝
夕
渚
　
仮
設

団
地
の
　
夏
ま
つ
り
”

（
柳
本
　
忠
子
）

〝
黙
祷
の
　
中
に
入
り
来

て
　
蝉
の
声
”

〝
家
中
に
　
秋
の
初
風

廻
り
け
り
”

返
句
：〝
黙
祷
に
　
す

わ
れ
し
蝉
と
　
秋
の
風
”

東
日
本
大
震
災
か
ら
早

や
１
年
７
カ
月
、
時
は
流

れ
、
季
節
は
回
っ
て
き
ま

す
。
今
、
歴
史
を
ひ
も
と

く
と
大
震
災
と
大
津
波
の

記
述
が
古
書
に
刻
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

10
月
７
日
の
第
１
面
に

は
「
気
仙
諸
々
志
　
ア
テ

ル
イ
と
田
村
麻
呂
②
　
金

野
静
一
　
盛
岡
市
在
住
」

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
征
服
と
被
征
服
、
そ

れ
は
軍
事
力
、
経
済
力
、

外
交
力
、
国
家
力
な
ど
と

深
く
関
係
し
ま
す
。
蝦
夷

文
化
を
生
ん
だ
東
北
地
方

は
、
大
和
朝
廷
の
侵
略
と

支
配
を
１
０
０
０
年
以
上

に
わ
た
っ
て
受
け
て
来
ま

し
た
。
大
和
朝
廷
の
政
治

力
の
前
に
惨
殺
さ
れ
た
ア

テ
ル
イ
の
怨
念
は
そ
の
長

い
歴
史
の
奥
底
に
押
し
つ

ぶ
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

同
じ
第
１
面
に
「
就
任

後
初
　
大
船
渡
入
り
　
黄

川
田
復
興
副
大
臣
　
市
長

ら
と
意
見
交
換
」
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

郷
土
出
身
の
政
治
家
は

中
央
政
界
の
さ
ま
ざ
ま
な

し
が
ら
み
の
中
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
決
意
を
持
っ

て
、
震
災
復
興
に
取
り
組

む
の
か
、
郷
土
の
草
の
根

の
人
々
は
非
情
な
歴
史
の

経
験
を
し
っ
か
り
と
腹
に

す
え
て
、
み
ま
も
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３
・
11
の
大
震
災
へ
の

被
災
地
の
人
々
の
忍
耐
力

と
規
律
あ
る
行
動
に
は
、

世
界
の
人
々
が
感
動
を
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
の
復
興
へ
の
取
り
組
み

の
遅
い
事
に
、
世
界
は
い

ろ
い
ろ
な
疑
問
を
投
げ
か

け
て
お
り
ま
す
。
平
成
24

年
５
月
12
日
に
気
仙
沼

市
、
13
日
に
大
船
渡
市
で

開
催
し
た
「
森
と
水
と
命

の
惑
星
」
国
際
会
議
の
宣

言
は
、
東
京
都
青
梅
市
の

西
多
摩
地
方
の
地
域
文
化

教
育
活
動
と
手
を
つ
な
ぎ

ま
し
た
。

来
年
の
３
月
に
は
四
国

の
土
佐
地
方
の
地
域
文
化

教
育
活
動
と
の
連
携
の
準

備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
森
と
水
と
命
の
惑
星
」

国
際
会
議
〜
地
域
と
世
界

の
心
と
魂
を
詠
む
〜
と
日

本
政
府
が
支
援
し
た
持
続

可
能
な
発
展
へ
の
教
育

（
Education for Sustain

able Developm
ent/Ｅ
Ｓ

Ｄ
）
の
一
環
と
し
て
の
東

北
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
の
連
携
も
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

気
仙
地
方
の
自
然
と
歴

史
が
生
み
出
し
た
知
恵
と

心
が
世
界
に
羽
ば
た
く
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

�

「森と水と命の惑星」国際会議
～地域と世界の心と魂を詠む～


